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すがま幼稚園「ひなまつり会」（３月２日）よりすがま幼稚園「ひなまつり会」（３月２日）より

可愛い“おひなさま”つくったよ！
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健康福祉課
だより

　各種大会などで活躍し、本村のスポーツ振興に尽力された方を表彰する平成23年度の玉川村体育協会
（溝井賢一郎会長）の表彰式が２月21日、たまかわ文化体育館クラブハウスで行われ、優秀選手賞18
名、４団体が表彰されました。

スポーツで活躍した
　　　選手やチームをたたえる

平成２3年度玉川村体育協会表彰者

玉川村体育協会表彰式

所　属

優

秀

選

手

賞

玉一小2年

須釜小6年

須釜小6年

須釜小6年

玉一小5年

玉一小6年

川辺小6年

〈　中　〉

〈南須釜〉

〈南須釜〉

〈南須釜〉

〈岩法寺〉

〈竜　崎〉

〈川　辺〉

小針　綾斗

須釜　　祥

関根永梨奈

阿部　翔太

橋本　滉矢

小林　花南

小針　愛加

玉一小5年女子400mリレーチーム

須釜小6年女子400mリレーチーム

須 釜 少 年 剣 士 団

玉川村ゲートボールチーム

個人・団体名 おもな成績

石川地区小体連陸上大会女子
5年４００ｍリレー：第１位

石川地区小体連陸上大会女子
６年４００ｍリレー：第１位

福島県小学生リレーカーニバ
ル走り幅跳び：第２位

石川地区小体連陸上競技大会
女子８０ｍハードル：第1位

ミニバスケットボールU１２福島
県エンデバー（地区選抜交流大
会）：第３位

石川剣道連盟大会：個人優勝

石川剣道連盟大会：優勝
福島県小学生選手権大会：個人2位

福島県市町村ゲートボール大
会：第３位

福島県南地区空手道大会：準優勝
会津空手道選手権大会：準優勝

B&Gｽﾎﾟｰﾂ福島県大会剣道競
技の部：優勝、石川剣道連盟大
会：優勝ほか

B&Gスポーツ福島県大会剣道
競技の部：団体優勝、玉川村剣
道大会：個人優勝

個人・団体名 所　属 おもな成績

優

秀

選

手

賞

ミニバスケットボールU１２福島
県エンデバー（地区選抜交流大
会）：第３位

福島県中体連陸上競技大会３
年男子100ｍ：第２位

福島県中学校新人陸上競技大
会女子走り高跳び：第３位

福島県縦断駅伝競走大会第９
区：村の部区間賞

福島県縦断駅伝競走大会第８
区：村の部区間賞

福島県縦断駅伝競走大会第１４
区：村の部区間賞

福島県高等学校新人陸上競技
大会８００ｍ：第２位

全国高等学校野球選手権大会
福島県大会：準優勝

福島県グラウンド・ゴルフ交歓
大会：第３位

福島県高等学校体育大会ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ
競技：第３位、福島県高等学校新人
体育大会ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ競技：第３位

福島県縦断駅伝競走大会第１
区：村の部区間賞、福島県高等
学校駅伝競走大会：第２位

川辺小6年

泉中3年

泉中2年

泉中1年

泉中３年

学法石川高1年

学法石川高1年

学法石川高1年

安積黎明高2年

須賀川高3年

　

〈川　辺〉

〈竜　崎〉

〈川　辺〉

〈竜　崎〉

〈川　辺〉

〈小　高〉

〈北須釜〉

〈竜　崎〉

〈南須釜〉

〈川　辺〉

〈　中　〉

三瓶　紗香

深谷　浩太

小針　彩可

永瀬　杏里

大竹　　忍

矢吹　涼華

鈴木　　耀

小林　采記

塩澤　　匠

小針　翔太

林　三喜人

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）
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健康福祉課
だより

　

平
成
23
年
度
玉
川
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
表

彰
式
は
、
２
月
24
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
文
化
活
動
の
分
野
で
功

績
の
あ
っ
た
方
や
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
活
躍

さ
れ
た
方
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術・文
化
の
発
展
に

　

貢
献
さ
れ
た
10
名
を
表
彰

平成２3年度玉川村文化団体連絡協議会表彰者

玉
川
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
表
彰
式

氏　名 所　属 おもな功績・成績

文

化

功

労

賞

文

化

優

秀

賞

多年にわたり役員として会の活動・運営に貢献

多年にわたり南須釜念仏踊りの指導者として会の活動・運営に貢献

多年にわたり会員のリーダーとして活動・運営に貢献

多年にわたり役員として会の運営及び事業に貢献

多年にわたり役員として会の運営及び振興発展に貢献

平成23年度読書感想文福島県コンクールで第２学年の部特選

平成23年度福島県「家庭の日」作品コンクールで作文の部最優秀賞

福島県民友新聞社主催第12回ふるさとふくしまフォットコンテスト
「元気をもらうけやき」で最優秀賞

第61回全国小・中学校作文コンクール福島県審査会最優秀賞、全国大
会で入選

第82回（平成23年）第一美術展で準会員の部優秀賞、国立美術館
巡回作品に選出

南宿東部民芸保存会

玉川山野草会

絵画クラブ

玉川スポーツ民踊会

須釜小 ２年

玉一小 １年

玉一小 ６年

絵画クラブ

阿部歌謡カラオケ
教室連合会〈南須釜〉

〈南須釜〉

〈岩法寺〉

〈　中　〉

〈　中　〉

〈北須釜〉

〈竜　崎〉

〈　中　〉

〈山小屋〉

〈岩法寺〉

吉村　正治

小貫　正弘

鈴木　節子

小針トミヨ

角田キクミ

草野　春香

関根　かほ

古寺　史和

石森　　始

川田　正裕

　

今
年
度
は
、
文
化
功
労
者
が
５
名
、
文
化
優
秀

者
が
５
名
で
、
玉
川
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の

須
釜
信
好
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）



広報たまかわ　平成24年3月

4

健康福祉課
だより

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
最
大
震
度
７

の
強
い
揺
れ
が
約
２
分
間
に
わ
た
り
襲

い
、
津
波
や
建
物
倒
壊
な
ど
で
死
者
や
行

方
不
明
者
は
約
２
万
人
と
な
り
、
未
曽
有

の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
村
で
も
、
震
度
６
弱
を
観
測
し
、
そ

の
後
も
繰
り
返
し
発
生
す
る
余
震
な
ど
に

よ
り
、
家
屋
や
塀
の
一
部
倒
壊
、
道
路
の

亀
裂
や
陥
没
等
の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
。
い
ま
だ

　県の補助事業の「線量低減化活動支援事業」に全行政区で取り組
んでいただきました。
この事業は、通学路や公園等の放射性物質による放射線量を軽減する
ために、町内会などの市民団体が主体となって除染活動を行う場合、除
染活動に必要な高圧洗浄機等の機器購入や土のう袋等の資材調達な
どを支援するものです。
　各行政区とも行政区長・区役員の方 を々中心として、育成会や消防団
などの団体の協力を得ながら、地区集会所や通学路等における洗浄作
業や側溝内土砂払い、落ち葉除去等を行いました。今回の除染作業で
は、泥などが溜まりやすい側溝では比較的大きな線量低減の効果が確
認されています。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。

　村では、早期復興を図るため、東日本大震災及びその後の余
震により、居住する敷地内の建造物等（家屋、土蔵、塀など）が
被災された方へ、修繕等にかかった費用に応じて見舞金を支給
しています。

※災害見舞金の申請期限について
　提出期限は設けておりませんので、修繕等が終了次第災害見
舞金の申請をお願いします。

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年･･･

た
く
さ
ん
の
善
意

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

取
り
戻
す
た
め
、
道
路
、
公
共
施
設
等
の

災
害
復
旧
事
業
を
は
じ
め
、
除
染
事
業
な

ど
様
々
な
課
題
が
残
る
中
、
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災

害
。
こ
の
震
災
で
何
が
起
こ
り
何
を
教
訓

に
で
き
た
の
か
。
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
自
然
災
害
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
村
に
は
、
全
国
各

地
の
皆
様
か
ら
支
援
物
資
を
は
じ
め
義
援

金
、
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
義
援
金
は
、
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
災
害
見
舞
金
」
と

し
て
役
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
■
義
援
金
の
受
付
状
況

　
　
　
　

（
平
成
24
年
３
月
１
日
現
在
）

▼
受
入
件
数　
　

46
件

▼
受
付
金
額　
　

１
６
，７
４
４
，５
１
７
円

①マンホールが隆起
②180人を超える避難者を受け入れた
　たわまかわ文化体育館
③余震で落石し、道路ふさぐ大岩
④集積された屋根瓦等の山
⑤本が散乱したクックちゃん文庫
⑥自衛隊を始め、災害救助の最前線基地
となった福島空港

「東北地方太平洋沖地震被災者災害見舞金」の支払状況

地域での除染活動に感謝します ─ 線量低減に一定の効果 ─

（平成２４年３月1日現在）

▼問い合わせ先　村災害対策本部　☎57-4621

◆測定に使用した機器：ＲＤＳ－３０ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀｰ

除染作業の結果（小高地区内の側溝）
単位：マイクロシーベルト／時

修繕等にかかった費用

合　　計

支給額 受付件数

測定高

１㎝

1m

１㎝

1m

１㎝

1m

作業前

0.21

0.21

0.20

0.20

0.31

0.25

作業後 内　容

落ち葉除去

落ち葉除去

落ち葉除去
及び高圧洗浄

A

B

C

0.20

0.20

0.17

0.16

0.11

0.11

支払額（円）
1,650,000
3,500,000
12,200,000
17,350,000

３３
３５
６１
１２９

5万円
10万円
20万円

20万以上50万円未満
50万円以上100万円未満
100万円以上

1

3

5

6

4

2
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健康福祉課
だより

２月６日から30日間の放射線量測定値
玉川村の放射線量測定結果 【測定場所：役場前駐車場】

（単位：マイクロシーベルト／時）

※福島県の測定値

月日 測定 測定値

2月6日

2月7日

2月8日

2月9日

2月10日

2月11日

2月12日

2月13日

2月14日

2月15日

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

0.14 
0.15 
0.14 
0.15 
0.15 
0.14 
0.16 
0.14 
0.15 
0.14 
0.14 
0.14 
0.14 
0.15 
0.14 
0.16 
0.14 
0.14 
0.14 
0.14 

月日 測定 測定値

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24日

2月25日

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

0.14 
0.14 
0.14 
0.14 
0.14 
0.14 
0.14 
0.13 
0.13 
0.13 
0.14 
0.13 
0.13 
0.13 
0.14 
0.14 
0.14 
0.15 
0.14 
0.13 

月日 測定 測定値

2月26日

2月27日

2月28日

2月29日

3月1日

3月2日

3月3日

3月4日

3月5日

3月6日

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目

0.13 
0.14 
0.12 
0.14 
0.13 
0.14 
0.13 
0.12 
0.13 
0.13 
0.14 
0.13 
0.13 
0.13 
0.12 
0.13 
0.13 
0.12 
0.13 
0.13 

放射線外部被ばく量測定結果

電子式個人線量計の貸し出し

環
境
放
射
能

測
定
値
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
簡
易
検
査（
食
品
等
）

◎
検
査
品
目
追
加
の
お
知
ら
せ

　ガラスバッチによる測定を希望した村内の中学生以下の子どもたち942人の10月17日から１月17日まで
に行った計測（３か月分の累積線量）では、９７％の方が、0.1ミリシーベルト以下という結果で、健康影
響が心配されるレベルの線量の方はいませんでした。

◆貸出場所　村保健センター
◆貸出期間　１ケ月間（希望により延長可）
◆対 象 者　玉川村に住所を有する方

▼問い合わせ先　
　村保健センター
　☎３７－１０２４

　電子式個人線量計は、空間線量の累積
値を測定し、一定期間個人が受けている
放射線量を調べるものです。
　測定値は、逐次線量計に表示されます。

　

県
で
は
、
環
境
放
射
線
を

３
月
20
日
か
ら
役
場
前
駐
車

場
で
、
午
前
と
午
後
の
１
日

２
回
測
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
始
当
初
は
0
・
62
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
し

た
が
、
徐
々
に
低
下
し
４
月

に
入
る
と
、
0
・
2
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
前
後
に

な
り
、
現
在
は
、
0
・
15
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
前

後
の
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
食
品
等
放
射
能
簡
易
分
析
装
置
に
よ
る

自
家
野
菜
等
の
簡
易
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
家
消
費
（
自
家
菜
園
）
野
菜
等
、

土
壌
・
堆
肥
に
加
え
、
井
戸
水
（
飲
料
水
）
も
検
査

を
実
施
し
ま
す
（
検
査
は
無
料
で
す
）。
水
を
検
査

の
際
は
、
よ
く
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
、
約
1

㍑
の
水
を
持
参
願
い
ま
す
。（
予
約
制
）　

※
簡
易
検
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
域
整
備
課
（
☎
57
│
4
6
3
1
）
の
職

員
が
出
向
き
採
水
す
る
自
家
用
井
戸
水
検
査
（
無
料
）

は
、
詳
細
分
析
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担

当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
食
品
等
の
簡
易
検
査
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課　

環
境
衛
生
係

　

☎
57
│
４
６
２
４

●測定結果（※自然放射線量を除いた数値です。）

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）

ガラスバッチ式

３か月間の測定値
（ミリシーベルト）

人数（人） 83

0.1未満

828

0.1

30

0.2

1

0.4

942

合計

0

0.3

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0



6

トピックスTAMAKAWA

参加者の作品

トピックスTAMAKAWA

　

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正

に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
▼
届
出
対
象
者　

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
期
間　

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
産
業
課　

農
業
振
興
係

　

☎
５
７
│
４
６
２
７

▼問い合わせ先　役場健康福祉課　☎５７－４６２3

▼問い合わせ先　役場健康福祉課　☎５７－４６２3

▶地デジの対応でお困りの方は
今すぐデジサポ福島へご相談ください。

受付時間：平日 午前９時～午後９時　土日祝日 午前９時～午後６時

（総務省 福島県テレビ受信支援センター）

３月31日正午 ３月31日
24時までに終了

▶問い合わせ先
　玉川村公民館　☎５７－４６３２

　村では、現在、こども医療費助成制度（無料化）の支給対象を、入院・通院とも中学校3年生
まで（満15歳に達する日以後最初の３月31日まで）としていますが、平成24年４月１日診療分よ
り、18歳まで（満18歳に達する日以後最初の３月31日まで）に支給対象を拡大します。
　対象となる世帯には、役場健康福祉課より登録手続き等のご案内をします。

　東日本大震災の影響による被災者の方々へ実施されている、医療機関での一部負担金の
免除について、平成24年９月30日まで延長となりました。
　現在お手元にある「免除証明書」は引き続き医療機関でご使用いただけます。
※入院時の食事代や、はり・マッサージ代の免除は、平成24年２月29日をもって終了しておりますのでご注意ください。

アナログ放送画面で３月３１日正午か
ら「お知らせ画面」が表示されます

３月３１日２４時までにアナログ放送
は終了し、この後は映りません

◆登録等の手続きが必要となる世帯・・・
　○16歳及び17歳の方（高校２・３年生相当）がいる世帯   

（※国保加入者も含まれます。）

　○15歳までの支給対象者がいる世帯で、「こども医療費受給
資格登録申請」の手続きをしていない世帯

　※現在上記以外で「こども医療費受給者証」又は、国民健康
保険証をお持ちの方は、登録等の手続きは必要ありませ
ん。

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
１
日
か
ら

　
　
　
ス
タ
ー
ト

こども医療費助成制度（無料化）を「１８歳まで」拡大します

東日本大震災による被災者への東日本大震災による被災者への東日本大震災による被災者への

医療機関での一部負担金の免除期間延長のお知らせ

☎０２４－５０５－１０１０

３月３１日、アナログ放送が終了します！

広報たまかわ　平成24年3月

４月１日診療分から
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トピックスTAMAKAWA

参加者の作品

トピックスTAMAKAWA

玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
・
指
導
者
募
集
!!

　玉川村スポーツ少年団では、現在５つの団
が活動しています。
　すべての少年団が、年間を通じて活動して
いますので、『スポーツをやりたい!! やらせた
い!!』と言う声がありましたら、この機会に加
入してみませんか？
　また、指導者として『子供たちに教えたい!!』
と言う方も大歓迎ですので、お気軽に玉川村

公民館（☎5７-4６３２）までお問い合
わせください。

ミニバスケットボールスポーツ少年団
【玉川バスケットボールスポーツ少年団】
練 習 日　毎週水・金曜日（午後6時45分～）
　　　　　土・日曜日（午前8時40分～）
練習場所　須釜小学校体育館及び
　　　　　たまかわ文化体育館
会　　費　月1,000円
代 表 者　車田 悦夫

ソフトボールスポーツ少年団
【玉川村ソフトボールスポーツ少年団】
練 習 日   3月～11月
　　　　　毎週土・日曜日（午前8時30分～）
　　　　　12月～ 2月
　　　　　毎週土・日曜日（午前9時00分～）
練習場所   3月～11月　玉川村民グランド
　　　　　12月～ 2月　玉川村体育センターほか
会　　費　年会費15,000円
　　　　　※二人目以降10,000円
　　　　　入会金1,000円
代 表 者　車田 雅一

剣道スポーツ少年団
【玉川剣道スポーツ少年団】

▶問い合わせ先▶問い合わせ先
　玉川村公民館　☎５７－４６３２　玉川村公民館　☎５７－４６３２
▶問い合わせ先
　玉川村公民館　☎５７－４６３２

練 習 日　毎週火・木曜日（午後6時30分～）
練習場所　玉川村民体育館
会　　費　月1,000円
代 表 者　塩沢 重男

【須釜少年剣士団スポーツ少年団】
練 習 日　毎週火・木曜日（午後6時30分～）
練習場所　須釜小学校体育館
会　　費　年会費8,000円
代 表 者　佐藤　吉春

柔道スポーツ少年団
【柔道友の会玉川スポーツ少年団】
練 習 日　毎週木・金曜日（午後7時00分～）
練習場所　玉川村民体育館
会　　費　年会費2,000円
代 表 者　佐藤 栄策

鈴木　優ちゃん
【厚志：川辺】

渋谷優來ちゃん
【隼人：竜崎】

大野果音ちゃん
【順治：岩法寺】

小針彪聖くん
【裕治：中】

菊地咲花ちゃん
【勝：岩法寺】

大竹貫太くん
【勝巳：川辺】

若松あかりちゃん
【幸広：南須釜】

須藤由衣ちゃん
【祐樹：川辺】

吉村愛香ちゃん
【勝二：南須釜】

鈴木　葵ちゃん
【信幸：川辺】

今年度４回目の３歳児健診が、１月２0日、村保健センターで行われました。
健診項目の歯科検診の結果、虫歯が１本もなかった10名のおともだちを紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同。【　】内は保護者と地区名）

まな　か さ　な か　のん ゆう

ゆ　らあ せいかん たゆ　いあおい 東日本大震災による被災者への

広報たまかわ　平成24年3月
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優勝した高原さん（ゼッケン３１５番）と愛犬のラッキー

　高原豊勝さん（北須釜）と愛犬のラッキーは、この
ほど静岡県と山梨県の猟区で行われた第70回記念全
日本猟野競技会決勝大会の成犬部門で優勝し、内閣総
理大臣杯を獲得しました。
　猟野競技会は、愛犬とともに、制限時間内に草むら
や雑木林などに潜むキジを見つけ、その位置を飼主に
知らせるまでを競います。
　優勝を夢見て毎日、訓練を重ねた高原さんと愛犬ラ
ッキーの絆が夢を実現しました。

チャンピオンの夢を実現！
第70回記念全日本猟野競技会決勝大会

協定締結式での浅利豊中市長（右）と石森村長

　２月17日、福島空港就航先の伊丹空港の所在地で
ある大阪府豊中市で「空港で結ぶ友好都市提携に関す
る協定」の締結式が行われました。
　この協定により、空港が立地する地域の特性を生か
した地域活性化を図ることを目的に、今後、災害時の
相互応援をはじめ、スポーツ、文化の交流など空港を
通じた新たな交流が図られます。

空港を通じて交流を促進！
大阪府豊中市と友好都市協定を締結

トピックストピックスTAMAKAWATAMAKAWA トピックスTAMAKAWA

　

石
川
地
方
農
業
振
興
協
議
会
（
高
原
喜

國
会
長
）
主
催
に
よ
る
直
売
所
向
け
元
気

出
荷
者
研
修
会
が
２
月
13
日
、
い
わ
せ
石

川
農
業
共
済
組
合
で
開
催
さ
れ
、
こ
ぶ
し

の
里
の
登
録
生
産
者
を
は
じ
め
、
石
川
郡

内
の
直
売
所
出
荷
者
約
100
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
野
菜
を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
な
ど
様
々
な
農
産
加
工
品
の
紹
介
と
、

昔
な
が
ら
の
伝
統
食
の
発
信
・
復
活
が
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
た
事
例
、
原
発
事

故
に
よ
る
出
荷
制
限
で
、
風
評
被
害
の
克

服
に
向
け
た
こ
ぶ
し
の
里
の
取
り
組
み
等

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
農
産
加
工
品
を
学
ぶ

直
売
所
向
け
元
気
出
荷
者
研
修
会  講師の話しに聴き入る受講者

　

平
成
５
年
３
月
20
日
の
開
港
か
ら
、
19

年
が
経
つ
福
島
空
港
で
２
月
19
日
、
１
０

０
０
万
人
目
の
利
用
者
を
迎
え
、
「
福
島

空
港
利
用
１
０
０
０
万
人
達
成
セ
レ
モ
ニ

ー
」
が
、
出
発
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
幸
運
を
射
止
め
た
の
は
、
家
族
旅

行
で
北
海
道
に
向
う
大
竹
真
佐
子
さ
ん

（
石
川
町
）
で
、
石
森
村
長
を
は
じ
め
関

係
者
ら
と
く
す
玉
を
割
っ
て
達
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
竹
さ
ん
に
は
、
村
の
特
産
品

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開
港
か
ら
19
年

福
島
空
港
利
用
１
０
０
０
万
人

達
成
セ
レ
モ
ニ
ー 1000万人目に喜ぶ大竹さん（中央）

参加者の作品

トピックスTAMAKAWA

▶問い合わせ先
　玉川村公民館　☎５７－４６３２

東日本大震災による被災者への
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トピックスTAMAKAWA

参加者の作品参加者の作品参加者の作品

　

村
議
会
議
員
と
し
て
３
期
12
年
務
め
る

な
ど
村
政
の
推
進
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

こ
の
ほ
ど
高
齢
者
叙
勲
の
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
た
小
林
隆
次
さ
ん
（
竜
崎
）
の
受

章
祝
賀
会
が
２
月
12
日
、
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス

末
広
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
小
林
さ
ん
の
長
年
の
功

績
を
称
え
る
た
め
約
180
名
が
出
席
し
、
玄

葉
外
務
大
臣
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
か

ら
祝
辞
を
受
け
た
小
林
さ
ん
は
、
「
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
い
た
だ
い
た
章
で
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
の
叙
勲
を
祝
う

旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会
を
開
催 玄葉大臣から祝辞を受ける小林さん

　

２
月
８
日
、
小
高
地
区
で
は
伝
統
行
事
の

大
数
珠
ま
わ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
願
う

念
仏
供
養
で
、
以
前
は
東
地
区
と
西
地
区
に

分
か
れ
て
各
家
庭
を
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
３
年
前
ほ
ど
前
か
ら
、
念
仏
講
（
東
：

関
根
弘
子
会
長
、
西
：
須
藤
テ
ル
ヨ
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
長
慶
寺
の
本
堂
を
お
借
り
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
29
人
が
大
数
珠
を
ま

わ
し
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し

た
。 引

き
継
が
れ
る
伝
統
行
事

大
数
珠
ま
わ
し
で
無
病
息
災
を
願
う 輪になり、念仏を唱えながら大きな数珠をまわします

　石川地方町村広域連携事業（婚活）イベント「陶芸
体験バスハイクin笠間工芸の丘」が２月19日に行わ
れました。
　この事業は、婚活を願う独身男女の出会いと交流を
目的として実施されており、第３回目は、バスでの楽
しい出会いと陶芸体験、縁結びの神様として有名な出
雲大社常陸分社でおみくじを引き、恋の成就を願うな
どして交流を深めました。今回のイベントでは、５組
のカップルが誕生しました。

陶芸体験しながら楽しく婚結
陶芸体験バスハイクin笠間工芸の丘

日頃の成果を発揮し、縄跳びする参加者

　２月26日、玉川村青少年育成村民会議南須釜地区
推進協議会（飯島三郎会長）主催による第26回縄跳
び大会が村体育センターで行われました。
　大会には、148人が参加し、記録更新を目指して一
生懸命頑張りました。
　総合結果は次のとおりです。
　・優　勝　大和田誠人さん（須釜小６年）4,359回
　・準優勝　阿部　翔太さん（須釜小６年）3,738回
　・第３位　遠藤　永葵さん（玉一小３年）3,191回

記録更新目指してジャンプ！
第２６回縄跳び大会

トピックストピックスTAMAKAWATAMAKAWA トピックスTAMAKAWA

▶問い合わせ先
　玉川村公民館　☎５７－４６３２

東日本大震災による被災者への
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地
震
、
津
波
、
台
風
と
重
な
る
国
土
な
れ
ど
早
く
も
聞
こ
ゆ
復
興
の
槌
音

暖
房
に
替
え
て
窓
よ
り
外
を
見
る
ひ
ら
ひ
ら
と
散
る
木
の
葉
一
枚

窓
よ
り
の
風
に
い
つ
も
の
深
呼
吸
放
射
能
な
ど
気
に
し
て
お
れ
ず

放
射
能
何
の
そ
の
よ
と
秋
野
菜
大
き
く
太
く
育
ち
て
い
た
り

い
つ
か
来
る
孫
の
為
に
も
線
量
の
無
き
日
を
願
う
庭
掃
き
て
お
り

野
田
総
理
泥
鰌
の
つ
も
り
で
政
策
に
奔
走
す
る
と
う
そ
の
意
気
や
よ
し

花
で
な
い
花
も
あ
る
べ
し
芒
の
穂
何
を
囁
く
わ
れ
の
心
に

夕
暮
れ
の
落
ち
穂
と
遊
ぶ
山
雀
恋
せ
る
も
の
か
や
わ
ら
め
る
声

日
の
暮
れ
て
校
庭
の
風
に
揺
れ
て
い
る
ぶ
ら
ん
こ
ま
で
が
人
恋
う
し
か
も

も
た
も
た
が
い
つ
ま
で
続
く
永
田
町
離
島
未
だ
に
還
ら
ぬ
と
い
う
に

短

歌

詠

草

集

吉
田
ハ
ツ
子

小
針　

ミ
サ

草
野
ケ
サ
子

大
木　

淑
子

芳
賀
多
美
子

小
豆
畑
茂
登

小
木
紀
恵
子

板
橋　

幸
恵

須
藤　

洋
子

一

平

子

湯

豆

腐
の
滾

り

う

し
ろ
の
闇
ふ
か
し

友

も

ま

た

一

病

春

の

遠

か

ら

じ

風

花

や

願

ひ

の

絵

馬

を

裏

返

し

凍

解

け
て

常
の
た
つ
き
に
戻

り

け

り

凍

星

や

父

の

忌

日

の

近

づ

き

ぬ

老

う

父

の

声

は

つ
ら
つ
と

根

深

汁

添
え
書

き

も

子

等
の
事
の
み
年

賀

状

仁
由
記

真
知

今
朝公

美
枝

仁
美

さ
る
な
し
俳
句
会
二
月
句
会
吟
詠

自分や身近な人の様子が「いつもと違うな」と感じたら

文芸 literature

健康福祉課
だより

シリーズ；心の健康④

心の不調に気づいた時の対処法を知っておきましょう。
心の病気は早期発見早期治療がとても有効です。

・・・・・・・・

努力や無理を促すような言葉
かけは避けましょう。

まずは、心の元気をなくしている人にかけてはいけない言葉について…。☝

▼心の相談ダイヤル：村健康福祉課（☎57-4623）　県中保健福祉事務所（☎0248-75-7811）

◆自分自身ができること◆
　悩み、ストレス、症状などがつらい時は一人で抱え込まず誰かに相談しましょう。家族や友人、同僚な
ど身近な人はもちろん、かかりつけ医や心療内科の医師に相談することもとてもよいことです。

◆身近な人たちができること◆
　心の病気は本人に自覚がないことも多いため、周囲の人の気づきが大切です。まずは「どうしたの？」
と声をかけてみましょう。そして話に耳を傾け、専門家や専門機関の相談・受診をすすめます。

「がんばって。」「元気出して。」

「なまけてるだけでしょ。」

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）
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「平和を、仕事にする。」

自衛官各種採用試験のお知らせ

【予備自衛官補】
　普段は企業等の一員として社会で活
躍。いざというときは自衛官として社会に
貢献、それが陸上自衛隊の予備自衛官
補制度です。

◆受験資格
　　一般公募:18歳以上34歳未満
　　技術公募:18歳以上53～55歳未満
◆受付締切
　 ４月４日（水）締切日必着
◆試験日
　 ４月13日（金）～４月16日（月）の指定　
　された１日　

【自衛隊幹部候補生】
　一般大学卒業者（予定者含む）を自衛
隊の幹部候補生として採用するコースで
す。

◆受験資格:22歳以上26歳未満
◆受付締切
　 ４月27日（金）締切日必着
◆試験日
　 ５月12日（土）

▼お問い合わせ先
　自衛隊福島地方協力本部
　　　　　白河地域事務所
　☎0248-24-0372

○総　務　課
　　５７－４６２１
○住民税務課
　　５７－４６２２
　　５７－４６２４
○健康福祉課
　　５７－４６２３
○保健センター
　　３７－１０２４
○会　計　室
　　５７－４６２５
○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１
○企画産業課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９
○農業委員会
　　５７－４６２８
○議会事務局
　　５７－４６３０
○教育委員会
　　５７－４６３３
○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２
○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

お
知
ら
せ福

島
県
産
業
復
興

　

相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発

電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
県
内
中
小
企
業

者
等
の
事
業
再
開
や
事
業
再
生
を

支
援
す
る
た
め
、
福
島
県
産
業
復

興
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
金

融
機
関
出
身
者
等
の
融
資
業
務
経

験
者
、
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理

士
等
の
専
門
家
が
被
災
事
業
者
か

ら
の
相
談
に
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
支
援
内
容

　

面
談
や
受
領
資
料
を
通
じ
て
、

被
災
の
状
況
や
経
営
上
の
問
題
点
、

具
体
的
な
課
題
を
把
握
し
、
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
専
門
家
が
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、

経
営
支
援
・
再
生
支
援
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
福
島
産
業
復
興
機

構
が
行
う
金
融
機
関
等
の
債
権
買

取
を
支
援
し
ま
す
。

▼
相
談
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
│
5
7
3
│
2
5
6
1

「
引
越
相
談
所
」開
設
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な

る
３
月
、
４
月
の
２
カ
月
間
、
福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
「
引
越

相
談
所
」
を
開
設
し
、
電
話
な
ど

に
よ
る
引
越
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
引
越
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
引
越
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
に
も
必
ず
事
前
に
見
積
も
り
を

し
て
も
ら
い
、
運
賃
や
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
打
ち

合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
わ
せ
先

・
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
中
支
部

▼
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

☎
０
２
４
│
９
６
３
│
０
７
８
０

いずみ幼稚園「ひなまつり会」より（３月２日）

Information

健康福祉課
だより

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）
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　昨年８月10日に公布された「年金確保支援法」は、時効によって納付できなくなった国
民年金保険料を10年前まで遡って納めることができる「納付可能期間の延長制度」です。
　ただし、この制度は、平成24年10月１日から３年間に限って実施されます。

すがま幼稚園「ひなまつり会」より（３月２日）

健康福祉課
だより

年金 未納の国民年金保険料を１０年前まで遡って納付が可能に

▼お問い合わせ先
　◆郡山年金事務所　☎０２４─９３２─３４３４　　◆役場住民税務課　 ☎５７─４６２４

納付可能期間の特例制度
　国民年金の毎月の保険料は、翌月末日までに納付しなければなりません。また、保険料を滞納した場合
には、２年前までさかのぼって納付することができます。しかし、２年を経過すると時効により納付でき
ないことになっています。
　しかし、この特例制度により、保険料の納め忘れがある人は、厚生労働大臣の承認を受けて、平成24
年10月１日から３年間に限って、過去２年分だけでなく過去10年分までさかのぼって保険料を納めるこ
とができます。
　この保険料の後納ができるのは、時効によって納付することができない期間分（２年以上前の期間分）
の保険料に限られます。そして、保険料の後納の承認を受けるときに、時効になっていない２年以内の期
間について保険料の滞納がある場合には、その保険料を先に納付しなければなりません。
　また、この保険料の後納を行う場合には、当時の保険料の額に一定の加算が行われた保険料（後納保険
料）を納付することになります。
　後納保険料の納付は、先に経過した月分の国民年金の保険料（加算が行われた保険料）から順次行いま
す。そして、後納保険料が納付されると、納付が行われた日に、その納付が行われた月の国民年金の保険
料が納付されたものとみなされます。
　なお、すでに老齢基礎年金を受給している人は、対象となりません。

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）

　

３
月
か
ら
４
月
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、

「
日
曜
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
月
日
：
３
月
25
日
と
４
月
１
日

◆
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

◆
内
容
：
各
種
証
明
書
の
交
付
、
住
民
異
動

届
、
印
鑑
登
録
・
戸
籍
届
の
受

付
、
国
民
健
康
保
険
に
係
る
異
動

の
受
付
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場
住
民
税
務
課　

☎
57
│
４
６
２
４

　
　

役
場
健
康
福
祉
課　

☎
57
│
４
６
２
３

役
場
住
民
税
務
課
・
健
康
福
祉
課
で

　
　

『
日
曜
窓
口
』を
開
設
し
ま
す

■固定資産税に係る土地・家屋の価格
　などの縦覧ができます

　平成２４年度固定資産税に係る帳簿の縦
覧を次により行います。

 ◆期間：4月1日～5月25日（平日のみ）
 ◆時間：午前８時３０分～午後５時
 ◆場所：玉川村役場住民税務課
 ▼問い合わせ先
　 住民税務課 固定資産係
　 ☎５７－４６２２
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蕎麦&うどん打ち教室より（２月22日、3月7日）

お誕生おめでとうございます
（２月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

3月１日現在の村のようす （前月比）

2 , 0 3 2  戸
7 , 0 7 8  人
3 , 5 2 2  人
3 , 5 5 6  人

（－ 1 戸 ）
（－1 2 人 ）
（－ 1 人 ）
（－1 1 人 ）

世帯数
人　口
　男
　女

岩法寺　　　草　野　珠　吏　　  健　一
じゅ　　　り

　農作業等で病害虫駆除のための火入れや、山菜
採りなどで山へ入る機会が増える３月から５月に
かけて林野火災が多く発生しています。
火を扱う際には、最大限の注意をお願いします。
　次に掲げる点を厳守して、安全にたき火などを
実施しましょう。

◆役場で「火入れ許可」を得たのち、消防署にも
「火入れ届出」を提出すること
◆強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない
こと
◆たき火等、火気を取り扱っている時はその場を離
れず、終わったら完全に消すこと
◆枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、た
き火をしないこと
◆水バケツや消火器、スコップなどの消火器具を準
備すること
◆たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は投
げ捨てしないこと
◆火入れをする前と終わった時に、須賀川消防署玉
川派出所に電話すること

▼問い合わせ先
　 須賀川消防署玉川派出所
　　☎５７－４１１２

　玉川ライオンズクラブ（車田信彦会長）より、このほ
ど、村に電動式高圧洗浄機３台が寄贈されました。ご支
援、誠にありがとうございます。

林野火災に注意しましょう！

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

川　辺　　　大　竹　サ　ク　　  今朝男
　〃　　　　鈴　木　ミツヱ　　  昇三郎
蒜　生　　　曲　山　ア　キ　　  敬三郎
小　高　　　石　井　ヒ　サ　　  直　𠮷
　〃　　　　吉　田　源　吉　　  源　吉
　中　　　　小 針 千代之助　　  義　信
　〃　　　　小　針　ミチ子　　  ミチ子
　〃　　　　小　針　キ　ン　　  キ　ン
　〃　　　　鈴　木　新　造　　  新　造
南須釜　　　石　森　キ　ク　　  和　明
山小屋　　　石　森　義　一　　  直　一

（2月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：２月届出分）
川 辺

　 〃 　

　 〃 　

蒜 生

小 高

　 〃 　

　 中 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

竜 崎

南 須 釜

北 須 釜

山 小 屋

鈴　木　昇三郎
味 原 　 稔
大　竹　今朝男
曲　山　敬三郎
吉 田 兵 吉
石 井 直 𠮷
小 針 義 信
小 針 一 徳
鈴　木　ツメヨ
小 針 　 功
小 林 八 郎
石 森 一 夫
渡　邉　助次郎
石 森 直 一

須 釜 芸 能 会

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

除染活動を支援「高圧洗浄機」を寄贈

健康福祉課
だより

寄付ありがとうございます

春は林野火災の多いシーズン

草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）草野副村長へ目録を手渡す車田会長（左）
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使用しており、バランスの取れた「植林→育成→伐採→植林」のサイクル
を通じて森林保全を行っています。

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

●泉保育所入所初め式クックちゃん文庫休館日 役場窓口延長

※スポーツサロン
　冬期間は、すぱー
くの会員開放日で
す。
（非会員は氏名記
入有り）

この機会にぜひ、
スポーツに親しみ
ましょう。

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

●小中学校入学式
(元)３Ｂたいそう

(9：30文体）

(元)スポーツサロン
（13：00文体）

（元）プール教室
（13:30ﾌﾟｰﾙ）

３歳児健診
(12：45保セ）

(元)スポーツサロン
（13：00文体）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

(元)３Ｂたいそう
(9：30文体）

（元）プール教室
（13:30ﾌﾟｰﾙ）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

役場窓口延長

役場窓口延長
3～4か月児健診
（13:30公立岩瀬病院）

役場窓口延長

育児教室
（13：00保セ）

（元）バドミントン教室
（19：00文体）

（元）バドミントン教室
（19：00文体）

（元）バドミントン教室
（19：00文体）

すくすくクラブ
(10：00保セ）

クックちゃん文庫休館日
●幼稚園入園式

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

役場日曜窓口

(休医)添田医院
(石川町)

クックちゃん文庫休館日

(休医)あつうみ内科医院
(玉川村)

クックちゃん文庫休館日
いきいき教室

(11：00保セ）

(休医)田中内科医院
(石川町)

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

○（休医）・休日当番医
○（元）・・元気スポーツクラブ
○文体・・文化体育館
○クラブ・・文化体育館クラブハウス
○保セ・・保健センター
○文庫・・クックちゃん文庫
○村グ・・村民グラウンド
○就改・・就業改善センター
○須公・・須釜公民館

42012 April

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

“プルタブ集めて車イスに”“プルタブ集めて車イスに”“プルタブ集めて車イスに”

車イスを寄贈した須釜中生徒会の皆さん

村社会福祉協議会へ念願の車イスを寄贈
　２月28日、役場村長室にて、須釜中生徒会（須釜佑介会長）
から村社会福協議会へ車椅子が寄贈されました。
　この車イスは、８年前から須釜中の生徒会が中心となり、全
校生徒をはじめ地域の方々も協力し、アルミ缶飲料のプルタブ
をドラム缶２本分（約240kg）集め、車イスの購入資金に換え
たものです。先輩から後輩へと繋がれたこの活動は、念願の車
イスとなって実を結びました。

“たまかわ”の見どころいっぱい！
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